
つながりが創る豊かな家庭教育支援を目指して 
―国・県の施策の動向を中心に― 

   令和２年２月２２日（土） 

 府中町家庭教育支援チーム「くすのき」 
 ファシリテーターステップアップ研修 
 

                                                                                   広島県立生涯学習センター 
社会教育主事 松田 愛子                                                                           

活力ある人づくりと人を活かす社会づくりをめざして 県民の生涯学習活動の促進を図ります 



50年後の 
生産年齢人口 現在の約  ％に 

     歳 

現存の約  ％に 

                                       我が国が直面する未来 ―３つの未来予測― 

2007年生まれの 
子供の約半分が 
到達する年齢 

10～20年後にAIや
ロボットに代替され
る確率が高い職業 

「生涯にわたって主体的に学び続ける力」が必要 

変化が激しく予測困難な未来が到来 
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国の動向 
   

  ・第３期教育振興基本計画 

    ・地域全体で未来を担う子供たちの成長を 
                 支える仕組み  
        ・家庭教育支援推進施策について 
    ・家庭教育支援チームについて 
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目標（６）家庭・地域の教育力の向上 
○家庭の教育力の向上 
・関係府省が連携し、妊娠期から学齢期以降までの切れ 
 目のない支援の実現に向けて、地域における子育て支 
 援と家庭教育支援の連携体制を構築し、教育委員会と 
 他の部局の間、関係機関・関係者の間で、支援が必要 
 な子供や家庭に関する情報の共有化や協働の促進を図 
 る。 
・ 家庭教育支援員となる人材の育成や、訪問型家庭教育 
 支援の充実を図るとともに、必要となる個人情報の円 
 滑かつ適切な共有に係る好事例の収集や周知を行うな 
 ど、様々な課題を抱えながらも地域から孤立し、自ら 
 相談の場にアクセスすることが困難な家庭やその親子 
 に対する支援を強化する。 
 
★測定指標 
 地域において子育ての悩みや不安を相談できる人がい 
 る保護者の割合の改善 

 

目標（14）家庭の経済状況や地理的条件への対応 

○地域の教育資源の活用 

・社会教育施設を活用した読書習慣の定着等の教育格差 

 解消に向けた活動，家庭教育支援チーム等による相談 

 対応や訪問型家庭教育支援等の取組を通じた課題別の 

 効果的な支援等を推進し，成果の普及を図る。 
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地域全体で未来を担う子供たちの成長を支える仕組み （活動概念図） 

家庭教育 学校教育 

★より多くの，より幅広い層の地域住民，団体等が参画し，目標を共有し，「緩やかなネットワーク」を形成 

◎ 次代を担う子供に対して，どのような資質を育むのかという目標を共有し，地域社会と学校が協働。 

◎ 従来の地縁団体だけではない，新しいつながりによる地域の教育力の向上・充実は，地域課題解決等に向けた連
携・協働につながり，持続可能な地域社会の源となる。 

子供 

社会教育 
地域学校 
協働活動 

 ※公民館等の  
    活動を含む 

：活動 

活動に応じて 
連携・協働 

土曜日・
放課後
活動 

まち
づくり 

地域 
活動 

学校 
支援 

子供の 
学習 
支援 

家庭教育
支援 

  ：地域住民，団体等 

教育 
ＮＰＯ 

民間 
教育 
事業者 

ＰＴＡ 

文化 
団体 

企業・
経済団
体 

地域の
青少年 

地域の
高齢者 

福祉関
係機関・
団体 

大学
等 

社会教
育関係 
団体 

研究 
機関 

ｽﾎﾟｰﾂ 
団体 

地域の
成人 

労働関
係機関・
団体 

警察・  
消防
等 
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家庭教育支援の推進について 
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家庭教育支援に関する施策の方向性 
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家庭教育支援チームについて① 

   “身近な地域の子育て・家庭教育応援団”です！ 

● 「家庭教育支援チーム」って何？ 
 子育て経験者など，地域の多様な人材で構成された自主的
な集まりです。学校や地域，教育委員会等の行政や福祉関係
機関と連携しながら，子育てや家庭教育を応援する様々な活
動を行います。 

 ● 「家庭教育支援チーム」の主な活動は？ 
  ① 保護者への学びの場の提供 
    保護者に対する主体的な「学び」と「育ち」に関する学習機会の提 
    供や情報提供，相談対応 

  ② 地域の居場所づくり 
    地域資源を活用した親子参加型の体験型プログラム実施・情報提供, 
                                           日常的な交流の場の提供 

  ③ 訪問型家庭教育支援 
    地域から孤立した家庭等へ，家庭訪問等により個別に情報提供や相 
    談対応し，学びの場や地域社会への参加を促進 

【参考】「家庭教育支援チーム」の手引書 平成30年11月  文部科学省  
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家庭教育支援チームについて② 

【参考】「家庭教育支援チーム」の手引書 平成30年11月  文部科学省  

● 「家庭教育支援チーム」に期待される役割 
  

■ 子供が成長するまで保護者と同じ目線で寄り添う 

■ 学校や行政の相談窓口には気軽に相談しにくい点をフォロー

■ 行政ではどうしても手が回らない部分をフォロー 

■ 家庭と学校、教育委員会、保健福祉関係機関など関係機関を 

  つなぐ 

■ 虐待の未然防止や不登校等の課題を抱える保護者をサポート 

無理せず、できる時間・できる範囲で 

 当事者性：子育て経験者など保護者と同じ目線で寄り添う 

 地 域 性：地域の課題を共有し，地域の身近な存在として     

 専 門 性：業務によっては，一定の専門性も望まれる 



                                                                 

家庭教育支援チームについて③ 

【参考】「家庭教育支援チーム」の手引書 平成30年11月  文部科学省  

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ 

● 「家庭教育支援チーム」に対する行政からのサポート 
  

     サポート 連携 
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家庭教育支援の取組事例 

家庭教育支援チームによる親子の交流の場の提供 

◆ 「だんぼの部屋」 ～学校のなかに誰でも気軽に立ち寄れる部屋をつく りました～ 

                            （新潟県南魚沼市家庭教育支援チーム） 

【構成員】 

○家庭教育サポーター（民生児童委員等）、ボランティアリーダー（主婦）、ＰＴＡ関係者など。 

 →ここでは、単なる子育ての先輩、地域のおせっかい屋さんに変身して活動。 

【活動の拠点】 

○小学校１階の一室。チーム員や読書ボランティア、地域の方などが常駐。 

専用のブザーがあり、子供や保護者、中高生などが気軽に立ち寄れる場所となっている。 

【活動内容】 

○親子ものづくり教室、料理教室など楽しみながら交流を図る機会の提供。   

○読み聞かせのコツなどを学ぶ図書ボランティア養成講座。 

○発達障害や児童虐待対応などをテーマにした学習会の実施。 

○ 朝夕の“一声・声がけ”訪問や「だんぼ通信」を届ける活動。 

○学校や担任の先生と連携して心配な保護者の対応を検討。 

【効     果】 

○ 親子で共同作業する楽しさや役立つ自分を発見できた。 

○みんなが安心してつぶやける場所、みんなの力が発揮できる場所ができた。 

○短い訪問時間でも回数を重ねることで、学校に足を運ばなかった保護者が                      「だんぼの部屋」の様子 

「だんぼの部屋」や学校行事に来るようになった。また、校内に設置したことで、 

子どもの会話から状況理解ができ、学校との信頼関係を築くことができた。 

○ １小学校区での実施から市内４小学校区及び１特別支援学校区に「だんぼの部屋」を拡大。 

家庭教育支援チームの取組事例① 
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◆地域人材からスクールソーシャルワーカーに！ 

～スクールソーシャルワーカーがリーダーの家庭教育支援チーム～ 

                  （和歌山県湯浅町家庭教育支援チーム 「とらいあんぐる」 ） 

【構成員】 

○チームリーダー（スクールソーシャルワーカー（元保育士））、元保育士、元教職員、民生児童委員、母子保健推進 

 員、栄養士、読み聞かせボランティア活動員、地域住民など。 

【活動の拠点】 

○役場庁舎内（保健センター） 
学校 

支援リーダー 
児童相談所 

（ＳＳＷ） 
子ども会 関係機関 

【活動内容】 

○保護者向け情報誌を毎月発行し、小・中学生の全家庭を訪問し、早期対応。 

○保護者や学校からの相談に対して、学校・教育委員会・支援チームなどで   

 ケース会議を行い、効果的な支援方策を検討。 

ケース会議 定例会 

家庭教育支援員 

情報誌配布 家庭訪問 

○平成27年度から新たに子ども・子育て支援新制度の利用者支援事業  

 を活用し、乳幼児家庭への全戸訪問も実施。 

【効      果】 

○利用者支援事業を活用し福祉とも連携することで、未就学時から学齢期 

まで一貫した子育て・家庭教育支援が可能となった。 

地域・各家庭 

○ ＳＳＷや支援チーム員が学校と保護者のパイプ役として大きな役割を果たし、 

家庭訪問の際、学校での子供の様子を保護者にさりげなく伝えることで、 

 保護者の学校に対する理解が進み、信頼関係も築けるようになってきた。 

○ 学校にとっても、子供の家庭内での様子を知ることができ、生徒指導上の課  

  題解決にもつながっている。 
「家庭訪問」の様子 

課題を抱える家庭に対する学校・福祉と協働した支援の仕組みづくり（訪問型支援） 

家庭教育支援チームの取組事例② 

ＳＳＷと家庭教育支援員 
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家庭訪問による相談支援～行政（学校教育担当部局）主導型～ 

◆スマイル・サポートチーム  ～サポーターが家庭と学校をつなぐ潤滑油に～ 
                          （大阪府泉大津市家庭教育支援チーム） 

【構成員】 

○家庭教育支援チームリーダー、家庭教育支援サポーター 

【活動の拠点】 

○泉大津市教育支援センター 

＜支援体制＞ 

《サポーター会議の様子》 

【活動内容】 

○教育支援センターを拠点に、学校園や福祉部局からの依頼を受け、訪問するサポーターとチームリーダーが校内  

 （小中学校）のケース会議で支援の役割連携を確認した上で、サポーターが家庭に訪問する。 

○ サポーターはカウンセリングスキルを生かして子育てに関する不安や悩み等の本音を引き出し、保護者のエンパ   

 ワーメントを図る。 

【効     果】 

○学校関係者でもない行政関係者でもない、カウンセリングスキルを持った第三者が家庭訪問を行うことで、なか 

 なか教員が家庭訪問を行うのが難しい朝早い時間や、授業中、夕方以降の訪問に対しても、家庭の状況 

に合わせて支援を行うことができている。 

○ 保護者を支援することで子供が落ち着きを取り戻し、 問題行動等の改善につながっている。平成28年度に関  

 わった家庭の不登校児童生徒の約６割に学校復帰等の改善が見られた。また、サポーターが家庭と学校（先生） 

 をつなぐ潤滑油となり、関係が改善された事例も数多くあった。 

家庭教育支援チームの取組事例③ 
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県の動向 
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  ◆広島版「学びの変革」アクション・プラン                

◆広島県 教育に関する大綱                  

 ◆県教育委員会 主要施策実施方針                  

広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の実現 
 
                  ● 幼児期から大学・社会人まで 
              ● オール広島県 

              ● 広島らしさ 
   
   ●生涯にわたって学び続けるための環境づくり  ●生涯学習・社会教育を進める環境づくり  
 ●現代的・社会的な課題に対応した学習の推進  ●地域の学びを支える人材の育成 

 ●学校・家庭・地域が連携した教育の推進        ●家庭教育への支援   …     

     
 

 “変化の激しい社会を生き抜くことのできる資質・能力（学び続ける力）の育成” 

H26.12 

H28.2 

H29.2 

成果指標 内容 H28基準値 H30実績 Ｒ02目標値 

 社会や地域の課題解決に関する講座の割合 公民館等における全講座のうち，社会や地域の課
題解決に関する講座の割合 

60.3％ 
（H27実績） 

→60.3％ 65％ 

 生涯学習・社会教育関係等職員の 
 研修成果の活用割合 

研修で習得した知識や技能を業務で活用した職員

の割合 
93.7％ 

（H27実績） 
↗100％ 100％ 

 放課後子供教室への大学生ボランティアの  
 派遣件数 

放課後等の子供の居場所づくりや体験活動の充実

のため，大学生ボランティアを派遣した件数 
194件 

（H27実績） 
↗198件 200件 

「親の力」をまなびあう学習プログラムの 
 受講者の満足度 

「親の力」をまなびあう学習プログラムを受講し

た保護者等の不安が軽減したと回答した割合 
86.4％ 

（H27実績） 
↘85.6％ 90％ 
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家庭教育への支援 
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園・所等における教育・保育の充実 

・教育・保育内容，教員， 

   保育士等の研修の充実等 

・幼・保・小連携教育の推進 

・子育てに役立つ情報の提供 

・親子の学び・集いの場の推進 

・地域による親子支援 

家庭教育支援の充実 

 全県的な乳幼児期の教育・保育の質の向上を図るため， 

「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プランに基づいた家庭教   

 育や教育・保育施設への支援などの施策を展開し，本県が目指す  

 乳幼児の姿の実現を目指す。 

 

「遊び 学び 育つひろしまっ子！」 
 

本県が目指す乳幼児の姿 

感じる・気付く力 うごく力 考える力 やりぬく力 人とかかわる力 

19 

「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進プラン 



20    
４コママンガを用いたリーフレット facebook「親子コミひろしま」 

https://www.facebook.com/h.edu.kateikyouiku/ 

家庭教育支援のページ 
~あなたに役立つ情報を届けます~ 
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家庭教育支援① 子育てに役立つ情報の提供 



・親などの育ちを応援する学習機会の充実 

「親の力」をまなびあう学習プログラム 

自分一人が悩
んでいるので
はないことが分
かり，気持ちが
軽くなりました。 

●身近なエピソードをもとにした内容 

●子育て段階等に応じたプログラム 

●楽しく話し，聞いて納得する参加型 
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家庭教育支援② 親子の学び・集いの場の充実 



22    
22 

「親プロ」実施状況（市町別）     



         

・地域における子育てボランティアの育成 

・子育てボランティア等によるチーム型支援体制の充実 

【家庭教育支援チーム】 
～県内の家庭教育支援チーム（文部科学省登録）～ 

尾道市向東地区 
家庭教育支援チーム 

“親ぢから”（H20～） 
 
・「子育て・親育ち講座」 
・「子育てサロンと中学生 
        の保育交流」 
・各種相談対応  … 

H29「家庭教育支援チーム」活動の推進に係る文部科学大臣表彰受賞 

府中町 
家庭教育支援チーム 

“くすのき” （H24～） 
 
・親プロ班（親プロ実施） 

・広報班（啓発・情報発信） 

・託児班（各種行事託児） 

・訪問班（届けにくい方へ） 

・しゃべり場班（サロン） 

 

呉市 
家庭教育支援チーム 

“呉『親プロ』ファシ 

リテーションクラブ” 
・親プロ（講座型） 

世羅町 
家庭教育支援チーム 

“Ｐクラブせら”（H22～） 

・親プロ(講座型） 

 

（H25～） 

23 R01「家庭教育支援チーム」活動の推進に係る文部科学大臣表彰受賞 

「家庭教育支援③ 地域による親子支援     



府中町 
家庭教育支援チーム 

 
「     」の取組 
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Fuchu Town Board of Education 

１６ 4 

府中町 家庭教育支援チーム『 』 

平成26年4月 

文部科学省へ登録 

  
 
 

                   について 

Fuchu Town Board of Education 

「親の力」をまなぶ学習プログラム 
を実施するファシリテーターのグループ 

府中町家庭教育支援チーム 

            「くすのき」 

平成27年度 広島県教育奨励賞 受賞 

1.  成り立ち 

令和元年度 文部科学大臣賞 受賞 

府中町家庭教育支援チーム「くすのき」 
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Fuchu Town Board of Education 

5 

2. 組織編成 
 

 

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

151

名 

6名 

・教育委員   
 
・府中町主任児童委員 
 
・社会教育委員  
 
・公民館運営審議員 
 

・元中学校教師 

  （特別支援学級担当） 
 
・人権擁護委員 
 

     

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 
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・内容 子育てで困ったことなど、日常のエピソードをもとに 

     参加者が話しあい、お互いの不安や悩みに共感しな 

     がら、自らの子育てを振り返ることのできるプログラム 

 

・特徴 ・ だれでも使える教材（広島県が開発） 
     ・１グループは５～６名単位 

     ・参加型の講座  

     ・講座の進行役はファシリテーター 

          

Fuchu Town Board of Education 

6 

 【親プロとは？】                 

①『親プロ』班 

   ◆「親プロ」を活用した出前講座 
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Fuchu Town Board of Education 

7 

（内訳） 

・教育委員 ・社会教育委員 

・民生委員・児童委員 

・学校支援地域本部コーディネーター 

・子育て支援センター保育士 

・放課後子ども教室ボランティア 

・ＰＴＡ本部役員 

・自主サークル会員 

・行政職員 

・一般(公募) 

・その他(県・他市町職員) 

【令和元年度現在】  ・ファシリテーター養成総数 151名 

・ファシリテーター養成目標 110名 

年度別養成人数 

◆ファシリテーター(進行役)の養成 
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Fuchu Town Board of Education 

8 

 ・実施回数、受講者数 82回 1,728名   
                                                 65回 1,428名  

 ・実施場所 

   保育園              27回 

       幼稚園                  3回 
    小学校                 15回 
      中学校                5回 
      高等学校              16回 
    放課後子供教室    3回 
    公民館         3回 
    子育て支援センター 4回 
   子育てサークル   4回 
   その他             2回 
 

年度別実施回数 

 【平成29年度実績】 

 【平成29年度実績】 

【平成30年度実績】 

◆講座実施機関の開拓 

29 



Fuchu Town Board of Education 

 9 

☆単発で行うケース 
 

 

☆継続的に行うケース 

 毎月のお誕生会参観に訪れた保護者対象 
 

 ・０歳～２歳児、年少～年長の２クラスに分かれて行う 
 

 ・参観     『親プロ』      子供と一緒に 

                   お誕生給食をいただく 

◆「親プロ」特徴的な実施例 

実施例① 保育園 
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Fuchu Town Board of Education 

10 

実施例② 小学校 

調理実習後、会食しながら
食育教材の親プロを実施 
 

 対象   ： 小学校の保護者 

参観後に 

   実施 
 

児童は 

図書室で託児  
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Fuchu Town Board of Education 

11 

 

 

実施例③ 中学校 実施例④ 高等学校 

中学校区を３ケ所に分けて、 

地域交流会として実施 
 対象：中学生の保護者・教職員・ 
     民生児童委員・町内会長等 

 他市の高等学校の1先生280人   

 （７クラス)をクラス別に実施 

  対象：高校1年生 
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Fuchu Town Board of Education 

12 

 

 

実施例⑤ 託児つき連続講座 

家庭教育支援講座     

「子育て♪にこにこクラブ」  

         3回連続講座 
 

 対象 ： 未就園児と保護者 

 場所 ： 公民館 
 

家庭教育支援講座      

  「イクメンにこにこ広場」    

         4回連続講座 
 

 対象 ： 未就園児とその父親他 

 場所 ： 公民館 
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Fuchu Town Board of Education 

13 

 

 

②『託児』班 

『ネウボラふちゅう』子育て支援 
『９か月児のびのび赤ちゃん広場』

における付き添い児童の託児 

「親プロ」講座を行う時や、 
家庭教育支援に係る講演会や 
イベント等の託児サービス 
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Fuchu Town Board of Education 

14 

安芸府中生涯学習ｾﾝﾀｰ 

くすのきプラザ（図書館） 

●ネウボラふちゅう・・・ ２箇所 

  福祉保健部子育て支援課 

    こども家庭係(役場2階) 

  福祉保健部子育て支援課 

    母子保健係(福寿館内) 

 

●府中南交流センター 

   １階 集会所 行政出張所  

  ２階 児童センターバンビーズ 

 

●府中北交流センター 

  １階 集会所  

  ２階 児童センターハッピーズ 

『ネウボラふちゅう』 
    関連施設 

福寿館 1階 

（ネウボラふちゅう） 

（9ヵ月健診関連施設） 

府中町役場 2階 

（ネウボラふちゅう） 

北交流センター 

（9ヵ月健診会場） 

南交流センター 

（9ヵ月健診会場） 
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Fuchu Town Board of Education 
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③『しゃべり場』班 

   児童センター「バンビーズ」 
        対象 : 未収園児の親子 

  ヨガ体験＆しゃべり場 
 コミュニティースクールにて 

 対象   ： 小学生の保護者 

                 未就学児の保護者 

                 地域の人 
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Fuchu Town Board of Education 

16 

④『訪  問』班 

マツダ財団助成金による 

不登校支援の講演会 

不登校支援カフェ 

   （月に1回） 
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関心を持ってもらうために、広島東洋カープの
協力を得て、カープ坊ややスライリーをあしら
った『乳幼児期』『学童期』『思春期』の 
3タイプを作成。裏面には家庭教育支援 
チームの連絡先を記載。 
1月より生後9か月健診で『乳幼児期』シート
を配布開始。『学童期』『思春期』は小中学校

入学式で新入生の保護者に配布予定。 

Fuchu Town Board of Education 

17 

『社会教育委員からの提言』より 

府中町のキャラクター『つばき坊や』と『カープ坊や』が
コラボした『家庭教育のあり方』マグネットシートを作成 
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Fuchu Town Board of Education 
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⑤『広  報』班 

パンフレット 

イベントチラシ 

工作集・レシピ集 
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Fuchu Town Board of Education 
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3. 家庭教育支援のイメージ図 

第一層 
(関心が高い保護者) 

第二層 
(関心が中間的な保護者) 

第三層 
(関心が低い保護者) 

高 

低 

 

家
庭
教
育
へ
の
関
心 

支援者として 

府中町 
家庭教育支援チーム 

『くすのき』 

移
行 

移
行 

ファシリテーター養成講座 

家庭と地域の繋がりの場 
(ヨガしゃべり場：子育て相談) 
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Fuchu Town Board of Education 
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4.地域課題を踏まえた教材の開発 
教材1 イヤイヤエーン！エーン!!  
      （０～２歳の親を対象）   
教材2 鬼は外～福は内!?  
     （３～６歳の親を対象） 

教材3 はやく、宿題やりなさ～い!!  
      （小学校１～３年生の親を対象） 

教材4  寛太くんは青春真っただ中!?  
      （小学校高学年～中学生の親を対象） 

教材5 ただ今 ゲームに夢中!!   
      （小学校４～６年生の親を対象） 

教材6 朝ごはんを食べよう！・・・レベル1と2 
      （未就学児の親を対象） 

教材7 「寝る子は育つ」ってホント!? 
      （未就学児の親を対象） 

教材8 スマホに子守りをさせてませんか!? 
      （未就学児の親を対象） 

親コミ 「ちゃんとしてね！」で伝わってる？ 
      （未就学児の親を対象） 
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ドイツの現場から 
（テーマ：子供・若者の貧困） 

 
日独青少年指導者セミナ― 

学習成果報告 

 【2019日独青少年指導者セミナー】 
 社会の課題や変化に対応するための青少年を対象とした取組 
 A2団：子どもと若者の貧困―課題と解決に向けた取組 
  （松田ほか計8名＋団長１名）  
 日 程：11月 3日（日）～11月17日（日） 14泊15日 
 訪問先：ドイツ（ベルリン・シュテンダール・ケルン）の関係機関・組織 
 
 主催：文部科学省（独立行政法人国立青少年教育振興機構） 
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今回の訪問先 

 ベルリン日独センター 

 ドイツ連邦共和国国際ユースワーク専門機関（IJAB） 

 マクデブルク・シュテンダール専門大学 

 同権福祉連合会ザクセン・アンハルト州北部支部 

 シュテンダール市 

 統合保育園 クンターブント 

 労働者福祉団AWOベルリン支部 

 ベルリン若者職業センターJBA 

 アルブレヒト＝フォン＝グレーフェ中等教育学校 

 SPI財団 

 宝島サーカス 

 ベルリン・フリードリヒスハイン＝クロイツベルク区役所青少年局 
43 



 

・全国に同様のサービスが普及 

・現場の声が反映されにくい 

・ボランティアへの依存 

 

・多様なニーズへの対応 

・民から官への働きかけ 

官と民の関係性 

ドイツの場合 日本の場合 

官 

民 

官 民 

トップダウン 
パートナー 
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多様な専門職による包括的支援 

予防 介入 

労働 

子ども 
若者 0歳 27歳 

（妊娠・出産） （就労） 

法的基盤 

専門職・各種団体 

専門職・各種団体 

専門職・各種団体 

福祉 

教育 

45 



届きにくい人にどう届けるか 

－ターゲット型支援の視点－ 

① （見えにくい）貧困の発見 
 ▶ 貧困を恥と感じ，隠そうとする感覚は日独共通 
 

② 親（家庭）へのアプローチ 
   ▶ 相談対応，親教育，子育てバッグのプレゼント，子育てカフェ… 
 

③ アウトリーチ ―出向く支援― 
 ▶ モビリティ問題への対応，アウトリーチ型SW（ストリートワーク） 

 
④ 地域コミュニティのリソース活用 
   ▶ 地元のお母さん事業（移民の背景を持つ母親同士のピアサポート） 

 
⑤ 情報伝達 
   ▶ 多言語・分かりやすい言葉でのフライヤーの作成 

訪問先事例：同権福祉連合会、AWO、プンペ、JBA、クンターブント、シュテンダール市、クロイツベルク区役所青少年局 
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リソース主義 

インクルーシブ教育 

就労支援 青少年育成 

自己肯定感 

人格形成 

訪問先事例：クンターブント、プンペ、アルブレヒト＝フォン＝グレーフェ中等教育学校、宝島サーカス 

全ての子ども・若者の育ちを 
支えるアプローチ  

社会参画 

民主主義社会
の実現 
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学校における子ども・若者支援 

① 特色あるカリキュラム  

  州ごとに教育制度を決められる  

  ・労作教育（就労支援＋人格形成） 

  ・プロジェクトウィーク（学校外での体験活動） 

② 校内の役割分担（多様な専門職の配置） 

   教員 → 教科教育  

   教員以外の専門職員（ SSW・保育士等 ） → 人格形成・福祉 

訪問先事例：JDZB、ベルリン州子どもと家庭の貧困予防委員会、SPI、 

        アルブレヒト＝フォン＝グレーフェ中等教育学校、宝島サーカス     48 



①縦割り型行政の弊害 

  ▶  官と民のパートナーシップ 

  ▶ 民の声を反映させる土台作り 

  ▶ 包括的支援制度（ワンストップ型支援）の拡充 

②学校中心社会の限界 

  ▶  SSW（スクール・ソーシャルワーカー）の常駐 

  ▶  多様な専門職の育成・配置 

  ▶  社会参画を通じた民主主義社会における主体の形成 

日本に持ち帰り、取組に反映させたいこと 

貧困の有無に関わらず 

全ての子ども・若者が 

排除されない社会づくり 
予防 介入 

社会的包摂の実現 49 



家庭教育支援チーム「くすのき」は  
府中町の宝！ 

府中町の未来に向かって, 
すべての親子が幸せになる家庭教育支援を目指し, 

ともに学びあい，つながりあい，実践していきましょう！ 

  

承認欲求 

社会的欲求 

安全欲求 

生理的欲求 

おわりに 

自己超越欲求 

自己実現 
欲求 

マズローの欲求段階説 
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